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23 24)( tttf  とし、 11 ≦≦t の範囲で、 )(tfy  のグラフと、 ay  の共有点の個数を考える。 

)13(4412)( 2  tttttf より、 

)(tf の増減は右の通り。 

極大値は 0)0( f  極小値は
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2)1(,6)1(  ff より、 11 ≦≦t における )(tfy  のグラフは、右図の通り。 

cost を満たす の個数は、 1t のとき 1個、 11  t のとき 2個。 

これを踏まえて、 aが変化したときの、解 の個数は 
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